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級別  認證基準  

 N3 能大致理解日常生活所使用之日語。  

【讀】‧可看懂日常生活相關內容具體之文章。  

‧  能掌握報紙標題等之概要資訊。  

‧  日常生活情境中所接觸難度稍高之文章經換個方式敘

述，便可理解其大意。  

【聽】‧在日常生活情境中，面對稍接近常速且連貫之對話，  
經結合談話之具體內容及人物關係等資訊後，便可大致

理解。  
 N4 能理解基礎日語。  

【讀】‧可看懂以基本語彙及漢字描述之貼近日常生活相關話  
題之文章。  

【聽】‧能大致聽懂速度稍慢之日常會話。  
 N5 能大致理解基礎日語。  

【讀】‧能看懂以平假名、片假名或一般日常生活使用之基本  
漢字所書寫之固定詞句、短文及文章。  

【聽】‧在課堂上或周遭等日常生活中常接觸之情境中，如為  
速度較慢之簡短對話，可從中聽取必要資訊。  

「日本語能力試驗」新舊制對照：  

級別  舊制  新制  

N1 1 級  
N1（難易度比舊制 1 級稍難，合格基準與舊制 1

級相當）  

N2 2 級  N2（難易度與舊制 2 級相當）  

N3 無  N3（難易度介於舊制 2 級與 3 級之間）  

N4 3 級  N4（難易度與舊制 3 級相當）  

N5 4 級  N5（難易度與舊制 4 級相當）  
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以台灣來看，2011 年高達六萬三千多人報考，若由已公佈的台灣地區參  

測人數來看（請見下表），可看出 2011 年的報考人數中 N1 占最多人數，  

超過 1 萬人以上報考。近年來，由於台灣各大高中職到大專院校陸續設立日  

語科系，也是使得報名人數增多的原因之一。畢業就職時僅有英文能力強已  

不足為奇，若能英日皆通那可是企業主們的最愛。  

「日本語能力試驗」台灣地區近年來報名人數統計：  

年度  N1 N2 N3 N4 N5 合計  

2010 年  14,888  15,604  11,901  8,366  8,909  59,668  

2011 年  15,341  15,035  11,298  11,588  10,395  63,657  

2012 年  14,566 14,877 12,051 11,794 11,312 64,600 

近年來國內大力倡導並推動產業自動化及資訊化，舉凡辦公室自動化、

生產自動化、工廠自動化等等，均是相當熱門的課題。在推行自動化及資訊

化的過程裏，文字輸入及文書處理一直扮演著關鍵的角色。基金會已往舉辦

的中文輸入、英文輸入以及數字輸入，對於產業的貢獻有目共睹，因此在考

量許多銷日及對日貿易廠商的人才需求下，特規劃日文輸入技能測驗。  

日文輸入有別於英文輸入及中文輸入，因為日文輸入包含了平假名、片  

假名以及漢字等，說明如下：  

 英文： 26 個字母的組合，不懂字彙意思，仍能輸入  

 中文：可以從「形」、「音」、「義」輸入  

 日文：從「音」輸入，念得出來才打得出來  

例如，當我們要輸入以下的日文短句時，我們必須先知道平假名、片假

名如何發音，然後透過日文輸入法以相對應的英文字母輸入。再者，最困難

的是漢字的輸入，因為漢字不是從「形」、「義」輸入，而是從「音」輸入，

並且日語對於漢字的讀音與國語的讀音幾乎是不相同的，所以當要輸入日文

漢字時，不會讀就等於不會輸入。  

 

朝は、いつも六時ごろに目が覚める。 
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ＣＳＦ日文輸入模擬測驗試題    編號：JPN-0301-1 

 筆 者
ひっしゃ

の 小
しょう

学
がっ

校
こう

高 学 年
こうがくねん

の頃
ころ

と言
い

えば、学 校
がっこう

が引
ひ

けると日暮
ひ ぐ

れまで外
そと

で遊
あそ

びほう 1 

けるのが常
つね

だった。喧嘩
けんか

ゴマ・パッチン（筆 者
ひっしゃ

と 同 郷
どうきょう

の人
ひと

以外
いがい

は分
わ

からないか 2 

もしれないが、「メンコ」のようなもの）・ビー玉
だま

等 々
とうとう

、屋 外
おくがい

での遊
あそ

びには事
こと

 3 

欠
か

かなかったが、都合
つごう

良
よ

く人
ひと

が集
あつ

まれば野 球
やきゅう

をやった。当時
とうじ

の子供
こども

は 必
かなら

ず自分
じぶん

 4 

のグローブを持
も

っていて、ちょっとしたスペースでキャッチボールをやったも 5 

のだ。二人
ふたり

いればやれるキャッチボールは、遊
あそ

びの王 道
おうどう

だった。 6 

 当 初
とうしょ

の筆 者
ひっしゃ

は、他
た

の多
おお

くの人 々
ひとびと

と同 様
どうよう

、司法
しほう

によるキャッチボール禁止
きんし

令
れい

・ 7 

屋 内
おくない

遊戯
ゆうぎ

のすすめという批判
ひはん

の目
め

でこの判 決
はんけつ

を見
み

ていた。だが、 私
わたし

は今
いま

ではそ 8 

の本
ほん

質
しつ

が心 臓
しんぞう

震 盪
しんとう

対 策
たいさく

が極
きわ

めて不備
ふ び

である日 本
にっぽん

社 会
しゃかい

への 警 鐘
けいしょう

にほかならなかっ 9 

たと理解
りかい

している。 救 命
きゅうめい

処置
しょち

の 講 習
こうしゅう

などを通
つう

じて心 臓
しんぞう

震 盪
しんとう

について全
すべ

ての国 民
こくみん

 10 

が 十
じゅう

分
ぶん

に理解
りかい

し、更
さら

なるＰＡＤの設置
せっち

へとつながって欲
ほ

しいものだ。そして、 11 

子供
こども

たちが真
しん

に安 全
あんぜん

に外
そと

で遊
あそ

べる 環 境
かんきょう

が 整
ととの

うことを切
せつ

に願
ねが

っている。 12 

 さて、雪
ゆき

である。大
おお

きさや水 分
すいぶん

の多 少
たしょう

、降
ふ

る 状 況
じょうきょう

で様 々
さまざま

に呼 称
こしょう

される。経 験
けいけん

 13 

に基
もと

づいた 私
わたし

なりの雪
ゆき

の 心 象
しんしょう

風 景
ふうけい

を 描 写
びょうしゃ

してみよう。 私
わたし

の故 郷
こきょう

の福 岡
ふくおか

では「ぼ 14 

たん雪
ゆき

」という雪
ゆき

が降
ふ

る。一 片
いっぺん

が３ｃｍほどもあろうかという大
おお

きな雪
ゆき

がゆっ 15 

くり空
そら

から地 上
ちじょう

へ近
ちか

づいてくる感
かん

じだ。積
つ

もることは少
すく

なくて、降
ふ

ると道
みち

がべ 16 

ちゃべちゃになってあまり綺麗
きれい

なものではない。高 校
こうこう

時代
じだい

を過
す

ごした横須賀
よこすか

で 17 

は、少
すこ

し小
ちい

さめの「綿 雪
わたゆき

」が降
ふ

る。横須賀
よこすか

の冬
ふゆ

は風
かぜ

が強
つよ

く、駅
えき

のホームのよう 18 

な吹
ふ

きさらしの場所
ばしょ

だと、耳
みみ

がちぎれそうなくらい痛
いた

くなったものだ。 19 

 地震
じしん

は自然
しぜん

現 象
げんしょう

ですが、脆
もろ

い建 物
たてもの

が崩
くず

れたり 救 援
きゅうえん

の手
て

が届
とど

かなかったりする 20 

ことによってその災 害
さいがい

は拡 大
かくだい

するのです。たとえば干
かん

ばつは、社 会
しゃかい

の不 平 等
ふびょうどう

や 21 

政府
せいふ

の失 策
しっさく

により、都市
と し

や軍 隊
ぐんたい

には 食 物
しょくもつ

が確保
かくほ

される一 方
いっぽう

で農 村
のうそん

の貧
まず

しい人 々
ひとびと

 22 

に 食 物
しょくもつ

が行
ゆ

き届
とど

かなくなることで、飢
う

えという災 害
さいがい

へと拡 大
かくだい

します。干
かん

ばつの 23 

ため 食 糧
しょくりょう

不足
ぶそく

にさらされる人
ひと

たちに 食 料
しょくりょう

や雇
こ

用
よう

を 供 給
きょうきゅう

する政 策
せいさく

が、民 主
みんしゅ

主義
しゅぎ

の 24 

原 則
げんそく

で実 行
じっこう

され、きちんと機能
きのう

する場合
ばあい

、飢
う

えは発 生
はっせい

しません。 25 
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 実
じつ

は、平 成
へいせい

十
じゅう

六
ろく

年
ねん

七
しち

月
がつ

一 日
ついたち

、医 療
いりょう

機器
き き

であるＡＥＤの市民
しみん

による使用
しよう

が法 的
ほうてき

 1 

に認
みと

められた。その半 年
はんとし

後
ご

に、例
れい

の判 決
はんけつ

が出
で

たのだ。その後
ご

、日 本
にっぽん

心 臓
しんぞう

財 団
ざいだん

の 2 

ＡＥＤの普 及
ふきゅう

啓 発
けいはつ

活 動
かつどう

が本 格
ほんかく

的
てき

に始動
しどう

することになる。ＡＥＤのうち、特
とく

に一
いっ

 3 

般
ぱん

人
じん

が使用
しよう

できる仕様
しよう

のものをＰＡＤというが、このＰＡＤの年 別
ねんべつ

普 及
ふきゅう

状 況
じょうきょう

の 4 

推移
すいい

を見
み

ると、ちょうど平 成
へいせい

十
じゅう

八
はち

年
ねん

から普 及
ふきゅう

に拍 車
はくしゃ

がかかっている。その後
ご

は 5 

商 業
しょうぎょう

施設
しせつ

・スポーツ施設
しせつ

・ 教 育
きょういく

施設
しせつ

・ 公 共
こうきょう

施設
しせつ

などを 中 心
ちゅうしん

に確 実
かくじつ

に増
ふ

え続
つづ

け、 6 

平 成
へいせい

二
に

十
じゅう

三
さん

年
ねん

現 在
げんざい

、日 本
にっぽん

全 国
ぜんこく

で約
やく

三
さん

十
じゅう

万
まん

台
だい

のＰＡＤが設置
せっち

されている。 7 

 一 方
いっぽう

、昨 年
さくねん

の年 末
ねんまつ

ジャンボ 宝
たから

くじで、折 角
せっかく

当
とう

せんしたにもかかわらず、いま 8 

だに引
ひ

き換
か

えられていない当
とう

せん金
きん

が三
さん

十
じゅう

億
おく

円
えん

以 上
いじょう

もある。換 金
かんきん

期限
きげん

は来 年
らいねん

の 9 

一
いち

月
がつ

四
よっ

日
か

だ。彼
かれ

らは、 一 生
いっしょう

に一度
いちど

あるかの幸 運
こううん

をふいにし、いつも通
どお

りの一
いち

年
ねん

 10 

を、いい年
とし

だろうと例 年
れいねん

同 様
どうよう

に期待
きたい

しながら今年
ことし

の 正 月
しょうがつ

を迎
むか

えたに違
ちが

いない。 11 

こちらの方
ほう

は何
なん

とも「お目出度
め で た

い」。後
あと

で知
し

ることにでもなれば、悔
くや

むに悔
くや

み 12 

切
き

れない。知
し

らないのなら、 一 生
いっしょう

知
し

らないままでいて欲
ほ

しいものだ。 13 

 源
げん

氏
じ

物
もの

語
がたり

から始
はじ

まり、江戸
え ど

の軟
やわ

らかな物
もの

は元
もと

より、 中
ちゅう

国
ごく

の 小
しょう

説
せつ

の 類
たぐい

までも知
し

 14 

っているのでした。昼
ひる

の休
やす

みなどに、運
うん

動
どう

場
じょう

の隅
すみ

にこの友 人
ゆうじん

を真 中
まんなか

に、小
ちい

さな 15 

輪
わ

をつくって耳
みみ

を 傾
かたむ

けていた 私
わたし

たちの若
わか

い顔
かお

のほてりや、 心
こころ

の動
うご

きを回 想
かいそう

する 16 

事
こと

ができます。古
こ

典
てん

文
ぶん

学
がく

を誤
ご

解
かい

なく説 明
せつめい

して聞
き

かされた事
こと

を覚
おぼ

えています。こ 17 

うした先 輩
せんぱい

を持
も

った 私
わたし

の読 書 欲
どくしょよく

が、増
ま

さない訳
わけ

はありません。乱
らん

読
どく

の傾
けい

向
こう

は、 18 

益
ます

々
ます

激
はげ

しくなっていくばかりでした。 19 

 日
に

本
ほん

文
ぶん

学
がく

史
し

の歴
れき

史
し

区
く

分
ぶん

を 行
おこな

うと、歴
れき

史
し

学
がく

のように政
せい

体
たい

の変
へん

遷
せん

に 注
ちゅう

目
もく

すること 20 

が 必
かなら

ずしも相
ふ

応
さわ

しいとはいえない。明
めい

治
じ

維
い

新
しん

後
ご

、西
せい

欧
おう

文
ぶん

明
めい

の輸
ゆ

入
にゅう

と近
きん

代
だい

国
こっ

家
か

の 21 

建設
けんせつ

が進
すす

められ、いわゆる「 文学
ぶんがく

」という概
がい

念
ねん

が生
う

まれた時代
じだい

となる。そして 22 

西
せい

欧
おう

近
きん

代
だい

小
しょう

説
せつ

の理
り

念
ねん

が輸
ゆ

入
にゅう

され、現
げん

代
だい

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

の書
か

き言
こと

葉
ば

が生
う

み出
だ

された。 23 

したがって、近
きん

代
だい

と現
げん

代
だい

を分
ぶん

離
り

し、 一般
いっぱん

的
てき

に 戦前
せんぜん

の 文学
ぶんがく

を「 近代
きんだい

文学
ぶんがく

」、戦
せん

後
ご

 24 

の 文学
ぶんがく

を「 現代
げんだい

文学
ぶんがく

」として分
わ

ける場
ば

合
あい

がある。 25 



          日文輸入實力養成暨評量 5-3 

ＣＳＦ日文輸入模擬測驗試題    編號：JPN-0302-1 

 自然
しぜん

災 害
さいがい

とは、危機的
ききてき

な自然
しぜん

現 象
げんしょう

例
たと

えば気 象
きしょう

、火山
かざん

噴火
ふんか

、地震
じしん

、地滑
じすべ

りによ 1 

って、人 命
じんめい

や人 間
にんげん

の社 会 的
しゃかいてき

活 動
かつどう

に被害
ひがい

が 生
しょう

じることをいいます。日本
にほん

の 法 令 上
ほうれいじょう

 2 

では「自然
しぜん

災 害
さいがい

」は「暴 風
ぼうふう

、豪雨
ごうう

、豪 雪
ごうせつ

、洪 水
こうずい

、高 潮
たかしお

、地震
じしん

、津波
つなみ

、噴火
ふんか

その 3 

他
た

の異 常
いじょう

な自然
しぜん

現 象
げんしょう

により 生
しょう

ずる被害
ひがい

」と定義
ていぎ

されています。単
たん

なる自然
しぜん

現 象
げんしょう

 4 

が、人 的
じんてき

被害
ひがい

を 伴
ともな

う「自然
しぜん

災 害
さいがい

」に発 展
はってん

したり、災 害
さいがい

が拡 大
かくだい

したりするには、 5 

現地
げんち

の社 会
しゃかい

条 件
じょうけん

が大
おお

きな 影 響
えいきょう

を及
およ

ぼすのです。 6 

 モバイル・データ・サービスは、多
おお

くのネットワーク・ユーザにとって必
ひつ

要
よう

 7 

不
ふ

可
か

欠
けつ

なものになろうとしている。大
だい

部分
ぶぶん

の人
ひと

はモバイル 音声
おんせい

サービスをすで 8 

に必
ひつ

需
じゅ

品
ひん

と見
み

なし、モバイル・データ・サービス、テレビサービス、ビデオサ 9 

ービスは 急速
きゅうそく

な 勢
いきお

いで、 一般
いっぱん

ユーザの 生活
せいかつ

に欠
か

くことのできない要素
ようそ

となりつ 10 

つある。一
いっ

般
ぱん

ユーザだけでなく企
き

業
ぎょう

でも幅
はば

広
ひろ

く利
り

用
よう

され、先
せん

進
しん

国
こく

と新
しん

興
こう

国
こく

の 両
りょう

 11 

方
ほう

の市
し

場
じょう

へ深
ふか

く浸
しん

透
とう

するモビリティは変
へん

幻
げん

自
じ

在
ざい

であることがわかる。 12 

 日
に

本
ほん

で一 番
いちばん

最 初
さいしょ

に作
つく

られたロボットは、昭 和
しょうわ

三
さん

年
ねん

に大 阪
おおさか

毎 日 新 聞 社
まいにちしんぶんしゃ

の論 説
ろんせつ

委
い

 13 

員
いん

だった西 村
にしむら

真琴
まこと

氏
し

が作
つく

った「人 造
じんぞう

人 間
にんげん

」である。名前
なまえ

は「学
がく

天
てん

則
そく

」であり、 14 

自
し

然
ぜん

の法 則
ほうそく

に学
まな

ぶという意味
い み

である。学
がく

天
てん

則
そく

は高
たか

さ約
やく

三
さん

メートルで、左 手
ひだりて

にラ 15 

イト、右手
みぎて

にペンを持
も

ち、 机
つくえ

に向
む

かっている。大
おお

きな目
め

の不思議
ふ し ぎ

な顔
かお

つきは、 16 

世
せ

界
かい

中
じゅう

の民 族
みんぞく

の 特 徴
とくちょう

を混
ま

ぜ合
あ

わせてデザインされた。民 族
みんぞく

に優 劣
ゆうれつ

はないという 17 

考
かんが

えからだ。すべての 食
しょく

物
もつ

の 源
みなもと

である葉
は

っぱの 冠
かんむり

をかぶり、胸
むね

には宇
う

宙
ちゅう

を意味
い み

 18 

するコスモスの花
はな

が付
つ

いている。言
い

わば森
しん

羅
ら

万
ばん

象
しょう

を 象 徴
しょうちょう

する 姿
すがた

をしている。 19 

 従 来
じゅうらい

からあったものが、なぜ最 近
さいきん

話題
わだい

になっているのだろう。それはいくつ 20 

か理
り

由
ゆう

があるが、その中
なか

でも大
おお

きいのは、高 速
こうそく

で大
だい

容 量
ようりょう

の 情 報
じょうほう

を送 受 信
そうじゅしん

できる 21 

通
つう

信
しん

網
もう

（ブロードバンド）や無
む

線
せん

ＬＡＮなどの普
ふ

及
きゅう

によって、多
おお

くのユーザー 22 

が自
じ

宅
たく

だけではなく、ノートパソコンやモバイルなどを使
つか

い、いつでもどこで 23 

もネットにアクセスできるようになったことである。これはクラウドサービス 24 

の利
り

便
べん

性
せい

が上
あ

がり、 注
ちゅう

目
もく

されている大
おお

きな理
り

由
ゆう

である。 25 



                       日文輸入實力養成暨評量 2-4 

也就是說，日文輸入需兼具「字彙理解」與「輸入速度」能力。其中「字

彙理解」與日文程度有關，考生對於字彙的認知程度，可以直接對應到日本

語能力試驗（ JLPT）共五級的程度，一般來講，文章中漢字比例越多，表示

日文程度要求較高，方有能力閱讀並理解文章內容。  

另外，在「輸入速度」方面，顧名思義，是考生將能讀音（但不一定理

解字彙內涵）的日文字彙，透過日文輸入法以相對應的英文字母輸入。所以

考驗的是考生透過鍵盤輸入，並轉換成正確的日文字彙之速度與能力。由於

許多日語學習者對於學習日文輸入所能取得的工具與方法有限，大部分都在

摸索階段，因此本會考量在推廣日文輸入初期，測驗若需同時兼具「字彙理

解」與「輸入速度」能力，將會對考生在學習上造成很大的負擔。所以，現

階段推廣的日文輸入技能測驗，著重在「輸入速度」能力之評量，本會在測

驗題庫的漢字均會標注假名，參考句子如下，以方便考生輸入。  

 

朝
あさ

は、いつも六
ろく

時
じ

ごろに目
め

が覚
さ

める。 

待大部分考生均通過「輸入速度」的門檻後，本會將持續規劃兼具「字

彙理解」與「輸入速度」能力的測驗，其中「字彙理解」能力將直接對應日

本語能力試驗（ JLPT）共五級的程度，兩者就能相輔相成。  



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


